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（がん臨床研究事業）進行期難治性 B 細胞リンパ腫に対する大量化学療法を併用した効果的治療に関する臨床研究. 

平成 19 年度 総括・分担研究報告書,pp1-4 所収),2008 

9. 朝長万左男：進行期難治性 B 細胞リンパ腫に対する大量化学療法を併用した効果的治療に関する臨床研究.(主任研究

者森島泰雄,厚生労働省科学研究費補助金（がん臨床研究事業）進行期難治性 B 細胞リンパ腫に対する大量化学療法

を併用した効果的治療に関する臨床研究. 平成 19 年度 総括・分担研究報告書,pp75-80 所収),2008 

10. 朝長万左男：長崎班総括研究報告 原爆被爆者の骨髄・免疫異常の発生に関するその分子生物学的研究. (主任研究者

大久保利晃, 原爆症に関する調査研究 共同研究課題 2 原爆被爆者の骨髄・免疫異常の発生に関するその分子生物学

的研究（長崎班長 朝長万左男）,平成 19 年度厚生労働省委託事業 原爆症調査研究事業報告書. pp35-42 所収),2008 

11. 宮﨑泰司：分担研究報告書 原爆被爆者に発症した白血病の分子生物学的研究と被爆者がん資料データバンクの構築. 

(主任研究者大久保利晃, 原爆症に関する調査研究 共同研究課題 2 原爆被爆者の骨髄・免疫異常の発生に関するその

分子生物学的研究（長崎班長 朝長万左男）,平成 19 年度厚生労働省委託事業 原爆症調査研究事業報告書. pp52-57

所収),2008 



12. 岩永正子：分担研究報告書 原爆被爆者における骨髄異形成症候群(MDS)と Monoclonal Gammopathy of undetermined 

Significance(MGUS)の疫学研究．(主任研究者大久保利晃, 原爆症に関する調査研究 共同研究課題 2 原爆被爆者の骨

髄・免疫異常の発生に関するその分子生物学的研究（長崎班長 朝長万左男）,平成 19 年度厚生労働省委託事業 原

爆症調査研究事業報告書. pp58-63 所収),2008 

13. 山口一成、渡邊俊樹、緒方正男、魚住公治、岩永正子、内丸薫、上平憲、岡山昭彦、高起良.：ATL 発症高危険群の

長期追跡と発病予防の検討.：文部科学省特定領域研究「がん」.研究組織 平成 20 年度<2008 年度>,p295,2008 

14. 大津敦、塚崎邦弘、中西幸浩、西尾和人、小澤壯治、吉村健一、伊佐俊一：17-18 臨床試験登録患者検体の有効利

用に関する研究.(主任研究者大津敦、厚生労働省がん研究助成金による研究報告集 平成 19 年度 pp199-202 所

収),2008 ISSN 1346-9169 

15. 朝長万左男、吉田均、勝本拓夫、黒川峰夫、清井仁、大西一功、大屋敷一馬、桐田暁子：19-3 成人白血病の難治機

構の分子レベルでの解明とそれに基づく分子標的治療の開発に関する研究.(主任研究者朝長万左男、厚生労働省がん

研究助成金による研究報告集 平成 19 年度 pp284-288 所収),2008 ISSN 1346-9169 

16. 堀田知光、飛内賢正、伊藤國明、森島泰雄、木下朝博、飯田真介、山口素子、鈴木孝世、朝長万左男、安藤潔、青儀

健二郎、井上賢一、和田徳明、山本尚人、木下貴之、増田慎三、嘉村敏治、吉川裕之、笠松高弘：17 指－１高感受

性悪性腫瘍に対する標準的治療確立のための多施設共同研究.(主任研究者堀田知光、厚生労働省がん研究助成金によ

る研究報告集 平成 19 年度 pp405-409 所収),2008 ISSN 1346-9169 

17. 堀田知光、飛内賢正、中田匡信、伊藤國明、森島泰雄、木下朝博、上田龍三、飯田真介、山口素子、鈴木孝世、朝長

万左男、安藤潔、青儀健二郎、井上賢一、南 博信、和田徳明、山本尚人、藤原康弘：17 指－１高感受性悪性腫瘍

に対する標準的治療確立のための多施設共同研究.(主任研究者堀田知光、厚生労働省がん研究助成金による研究報告

集 平成 19 年度 pp625-628 所収),2008 ISSN 1346-9169 

 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 2 10 7 22 34 

 

社会活動 

氏名・職 委員会等名 関係機関名 

朝長万左男・教授 長崎県福祉審議会委員 長崎県福祉審議会 

朝長万左男・教授 長崎原爆被爆者対策協議会理事 
（財）長崎原子爆弾被爆者対

策協議会 

朝長万左男・教授 長崎平和推進会理事（副理事長） （財）長崎平和推進協会 

朝長万左男・教授 被爆地域（健康診断特例区域）拡大に係る事業検討会委員 
長崎市原爆被爆対策部拡大地

域支援室 

朝長万左男・教授 顧問 （財）放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 被爆二世健康影響調査科学委員会委員 （財）放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 長崎地元連絡協議会委員 （財）放射線影響研究所 

朝長万左男・教授 セミパラチンスク健康影響調査検討委員会委員 （財）放射線影響協会 



朝長万左男・教授 原子力安全委員会「健康管理検討委員会」専門委員 総理府 

朝長万左男・教授 
原子力安全委員会「原子力発電所等周辺防災対策専門部会緊急時

医療検討ワーキンググループ」専門委員 
総理府 

朝長万左男・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

朝長万左男・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県保健医療対策協議会 

朝長万左男・教授 評議員 日本内科学会 

朝長万左男・教授 理事 日本血液学会 

朝長万左男・教授 代表幹事 日本臨床血液学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本リンパ網内系学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本検査血液学会 

朝長万左男・教授 評議員 日本臨床腫瘍学会 

朝長万左男・教授 理事 長崎県医師会 

朝長万左男・教授 監査 
Japan Adult Leukemia Study 
Group 

朝長万左男・教授 EDITOR LEUKEMIA&LYMPHOMA 

塚崎邦弘・准教授 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県・長崎市・厚生労働省 

塚崎邦弘・准教授 長崎県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県 

塚崎邦弘・准教授 評議員 日本臨床血液学会 

塚崎邦弘・准教授 代議員 日本血液学会 

塚崎邦弘・准教授 編集委員 
Japanese Journal of Clinical 
Oncology 

塚崎邦弘・准教授 運営委員会委員 
Japanese Clinical Oncology 
Group  

宮崎泰司・講師 幹事 
Japan Adult Leukemia Study 
Group 

宮崎泰司・講師 企画委員長 

日本血液学会・日本臨床血液

学会合同教育プログラム委員

会 

宮崎泰司・講師 移植施設責任者 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 調整医師 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 九州地区代表医師 骨髄移植推進財団 

宮崎泰司・講師 長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会審査委員 長崎県 

波多智子・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

福島卓也・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

波多智子・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

岩永正子・助教 長崎原爆資料館運営協議会委員 長崎市 

岩永正子・助教 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

今西大介・助教 非常勤講師 長崎市医師会看護学校 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

朝長万左男・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 特定疾患対策研究事

業 特発性造血障害に関する研究 

朝長万左男・教授 厚生労働省 
分担 厚生労働省がん研究助成金  指定研究 17 指－1 

高感受性悪性腫瘍に対する標準的治療確立のため

の多施設共同研究 

朝長万左男・教授 厚生労働省 代表 厚生労働省がん研究助成金  成人難治性白血病の

分子生物学的特徴に基づく治療法に関する研究 



朝長万左男・教授 厚生労働省 
分担 厚生労働科学研究費補助金 成人 T 細胞白血病

(ATL)に対する同種幹細胞移植療法の開発と

HTLV-1 排除機構の解明に関する研究 

朝長万左男・教授 厚生労働省 
分担 厚生労働科学研究費補助金 進行期難治性B細胞

リンパ腫に対する大量化学療法を併用した効果的

治療に関する臨床研究 

朝長万左男・教授 厚生労働省 分担 厚生労働省委託研究事業 原爆症に関する調査研

究 

塚崎邦弘・准教授 厚生労働省 
代表 厚生労働科学研究助成金 成人T細胞白血病リン

パ腫に対するインターフェロンαとジドブジン併

用療法の開発研究 

塚崎邦弘・准教授 厚生労働省 分担 厚生労働省がん研究助成金 計画研究 17－19  
臨床試験登録患者検体の有効利用に関する検討 

塚崎邦弘・准教授 厚生労働省 
分担 厚生労働省がん研究助成金  指定研究 17 指－1 

高感受性悪性腫瘍に対する標準的治療確立のため

の多施設共同研究 

宮﨑泰司・講師 厚生労働省 分担 厚生労働省委託研究事業 原爆症に関する調査研

究 

宮﨑泰司・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 難治性白血病に対す

る標準的治療法の確立に関する研究 

朝長万左男・教授 日本学術振興会 
代表 基盤研究（B） 

不応性貧血の臨床特性における民族差における日

独中国国際比較研究 

朝長万左男・教授 日本学術振興会 
代表 萌芽研究費 

放射線被ばくによるヒト体性幹細胞におけるゲノ

ム不安定性の研究。 

塚崎邦弘・准教授 日本学術振興会 
代表 基盤研究（C） 

DNA/RNA 量の網羅的解析による ATL の進展を

制御する細胞遺伝子群の同定 

塚崎邦弘・准教授 日本学術振興会 
分担 基盤研究（B）：分担（研究代表者：渡邉俊樹） 

ATL 発症予防と治療法を目指すゲノム創薬戦略

基盤の確立 

岩永正子・助教 日本学術振興会 
代表 基盤研究（C） 

原爆被爆者白血病及び類縁疾患の臨床的特性に基

づいた発症リスク評価 

今西大介・助教 日本学術振興会 
代表 基盤研究（C） 

同種造血幹細胞移植後患者における遺伝子多型を

用いた爪のキメリズム解析 

冨永信也・特別研

究員 
日本学術振興会 

代表 グローバル COE プログラム 
急性白血病における予後因子の分子レベルでの解

析． 

岩永正子・助教 文部科学省 分担 特定領域研究：分担（研究代表者：山口一成） 
ATL 発症高危険群の長期追跡と発症予防 

塚崎邦弘・准教授 協和発酵工業株式会社 
代表 成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATL）における微少

残存病変(MRD)検査法の臨床応用についての２

次研究 

塚崎邦弘・准教授 ノバルティスファーマ株式会社 代表 Primary ATLL 細胞および ATLL 由来細胞性に対

する LBH589 の細胞毒性の検討 

塚崎邦弘・准教授 ムンディファーマ株式会社 
代表 PNP 阻害剤、forodesine のプライマリー成人病 T

細胞白血病・リンパ腫(ATLL)細胞および ATLL
由来細胞株に対する細胞毒性 

 

特 許 

なし 

 

 

 

 

 

その他 



新聞等に掲載された活動 

氏名・職名 記事 掲載紙誌等 掲載年月日 概要と社会との関連 

朝長万左男・教授 １２日の基調講演につ

いて（山梨県医師会） 
山梨日日新聞 2008 年 1 月 9 日 【原爆放射線誘発がん－あ

きらかになってきた生涯持

続性とそのメカニズム】に

ついて山梨県内の医師、一

般聴講者向けに講演した。 
波多智子・助教 「女性専門外来」って

知ってますか？ 
長崎新聞 とっとって

第１１１号 
2008 年 1 月 27
日 

相談しづらく感じている女

性の悩みに答える 

塚崎邦弘・准教授 
他 

長崎大 「被ばく医療

学」確立を  
長崎新聞 2008 年 2 月 1 日 文科省支援事業 国際シン

ポジウム 

朝長万左男・教授 平和の遺志受け継いで 長崎新聞 2008 年 2 月 2 日 永井隆博士生誕百年に当た

り、「放射線の被害解明が責

務」であることを述べた 
福島卓也・助教 がんに挑む 西日本新聞 2008 年 2 月 24

日 
がん医療の均てん化につい

ての試みについて 

塚崎邦弘・准教授

他 
韓国専門家派遣 2008
～被爆者医療セミナー

の開催～ 

NASHIM(ﾋﾊﾞｸｼｬ医療

国際協力通信)Vol.22 
2008 年 3 月 25
日発行 

被爆者医療 

朝長万左男・教授 
塚崎邦弘・准教授

他 

グローバル COE シン

ポジウム報告 
NASHIM(ﾋﾊﾞｸｼｬ医療

国際協力通信)Vol.22 
2008 年 3 月 25
日発行 

「新学際領域『被ばく医療

学』の教育・研究拠点形成

に向けて」 
塚崎邦弘・准教授

他 
ピースネットとは？ ピース・ウィング長崎

会報 へいわ 117 号 
2008 年 4 月 1 日

発行 
被ばく者医療の遠隔講義 

朝長万左男・教授 平和宣言文起草委員会

初会合 
長崎新聞 
毎日新聞 
読売新聞 

2008 年 5 月 25
日 

永井博士の願い反映を 

福島卓也・助教 長崎のがん医療対策 

（総論として） 
NBC（長崎放送局）

「ﾀﾞﾝﾄﾂ潮流」17:00－
17:30 

2008 年 5 月 31
日 

長崎がん医療最前線 
 

朝長万左男・教授 被爆 60 年後も白血病

リスク 
長崎新聞 
 

2008 年 6 月 8 日 近距離被爆者の造血障害が

３ｷﾛ以遠の４倍であること

の研究発表へ 
朝長万左男・教授 原爆、がん発生に影響 NHKﾆｭｰｽ長崎20:45～ 2008 年 6 月 8 日 近距離被爆者の造血障害が

３ｷﾛ以遠の４倍であること

の研究発表を原爆後障害研

究会で行った。 
朝長万左男・教授 原爆、がん発生に影響 長崎新聞 

読売新聞 
2008 年 6 月 10
日 

6/8 に長崎にて開催された

原爆後障害研究会にて

MDS について発表した。 
塚崎邦弘・准教授 
冨永信也・COE 研

究員 

日本医療陣、国内原爆

被害者の健康相談実施 
韓国赤十字新聞 2008 年 7 月 1 日 原爆後障害：前回行った総

合健診を土台に、内科・整

形外科に分けて、包括的な

相談事業を展開した。 
塚崎邦弘・准教授 
他 

被爆者治療医 本社ア

ンケート 
読売新聞 2008 年 7 月 29

日 
今年４月に導入された原爆

症認定新基準について、実

際診療している側として率

直な意見を述べた 
朝長万左男・教授 「被爆 63 年」測定され

た原爆の威力 
NBC（長崎放送局）「報

道ｾﾝﾀｰ NBC」18:00- 
2008 年 7 月 31
日 

原爆の威力推定米データが

見つかったことにより、米

国が原爆投下前に放射線の

影響についてかなり知識を

持っていたことがわかった 
朝長万左男・教授 被爆 60 年後の白血病

リスク 
NHK 長崎放送局「ﾆｭｰ

ｽ長崎 EYE610」 
2008 年 8 月 5 日 被爆 60 年を過ぎてから多

く見られる白血病発生につ

いて語った。 
岩永正子・助教 文部科学省研究班 ATL

感染細胞量影響か 
発症者、高い値示す 

長崎新聞 2008 年 8 月 24
日 

ATL 発症者が感染細胞量

が高いことが分かったこと

により、さらに研究をする

ことで、将来的な治療法の

解明につなげる。 
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